献呈の辞 by 森,章
献 呈 の 辞
島田千秋教授は,1998年12月1日 満70歳 の誕生 日を迎 えられ,本 年3月31日 をもって明治大学
商学部を定年退職されることにな りました。
1955年 に明治大学政治経済学部 を卒業された先生は,明 治大学大学院政治経済学研究科に進
学 され,同 科の修士課程 と博士課程で学業を終えられた後,1964年 に母校の商学部専任助手に
着任 され ました。その後,先 生 は,商 学部の専任講師,助 教授を経て,1976年 に教授 となり,
私たちの学部の教育研究の発展のために尽力 してこられました。 またこの間に,先 生 は創価大
学の経済学部,同 大学の大学院経済学研究科,大 要女子大学の非常勤講師 も務 められました。
約40年 近い教壇生活一筋を過 ごされた先生は,明 治大学商学部においては近代経済学の科 目
を担当されました。先生の誠実なお人柄 を率直に反映 したその講義 は,学 生たちの勉学にとっ
て極 めて有意義なものでありました。 また,講 義以外でも先生は学生たちに温か く接 しられ,
その指導は学生たちの間で高い評価を得てお りました。
研究の分野 においては,先 生 は早 くから公共部門の経済活動の理論的分析 に強い関心を抱 き,
すでに1960年 代末から公共投資基準論 に関す る論文を公表 されてきました。 さらに,広 義の公
共財 ・サービスの供給 を視野に入れ,資 源分配の視点からのみならず,所 得分配の公平性をも
考慮 した公共経済理論の究明に一貫 して力を注いでこられました。 そして,ラ イフワークとも
いえるこの研究の成果は,1998年 に提出された学位請求論文 『公共財供給 と経済的効率性』で
集大成され,経 済学博士の学位 を取得 されました。
また,先 生は,学 部内では産業経営学科長の要職に就かれ,大 学内では学生相談室相談員,
国際交流センター運営委員,情 報科学センター運営委員などを務め,商 学部 と明治大学の教育
研究の発展にも大 きく貢献されました。
さらにまた,学 外では,理 論 ・計量経済学会,日 本経済政策学会,日 本財政学会,日 本消費
経済学会 に所属 し,日 本消費経済学会では評議員 として学会での学術研究の発展にも活躍され
るとともに,人 事院の関係団体である日本人事試験研究センターの試験委員として尽力され ま
した。
先生は,広 く知 られているように文字通 り誠実な方で一見 もの静かな方と思われますが,俳
句をおつ くりになる内に熱 き心を秘めた方であ ります。若 いころより俳句 に興味 をお持ちにな
った先生 は,と くに水原秋桜子,石 田波郷の句を愛好 し鑑賞されました。 その後,多 くの俳句
を日常生活や旅行先で印象に残った風物から詠まれてお り,そ の句集のなかには,母 校 とその
学生たちに対する先生の温かいお気持 ちをお詠みになった,つ ぎのような句が残 されています。
夏木立異邦の子女の声透る 明大和泉校舎にて
今 日,先 生は古希をお迎 えになちれたお歳 と思われないほどご健勝です。まことに慶びにた
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えません。定年退職後におかれ まして も,私 たち商学部のいっそうの発展のための先生のこ鞭
捷 を切 にお願いいたします。
明治大学商学部 は,こ こに先生の多年にわたるご功労 とご業績に対 して改めて敬意 と感謝の
意 を表 して,記 念特集号 として編纂した本誌 を献呈する次第です。
1999年1月 吉 日
商学部長 森 章
